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　障害をもった仲間と協働するようになって
13年が経ちました。
　ひと口に障害と言っても、身体障害、精神
障害、知的障害に大別されます。例えば、目
が不自由⇒杖・盲導犬・点字、足が不自由⇒
車椅子・スロープ・義足、とこのように身体
に障害がある人には、100％満足いかなくと
も物理的な支援である程度、自分の意志にあ
わせた職の選択や生活ができます。そして
「自立して働く」ことも可能です。
　わたしたちの仲間は、主に知的障害や精神
障害をもった人たちで、簡単な文章の読み書
きが困難な人や自閉症、ダウン症の人。また、
月に数回精神科へ通う心の不安定な仲間も働
いています。彼らは、建物の清掃業務や市内
の都市公園や街路の除草・剪定補助業務など
に就いていますが、「働いて自立しよう」と
か「協同労働の協同組合づくりをめざそう」
と考えている仲間はいないでしょう。彼らは
自分の意志で「清掃がしたい」、「もっと緑を
増やしたい」から働こうとしたわけではあり
ません。家族や指導員など周りの人にすすめ
られて働いているのです。
　一般的に「何のために働くの？」と問いか
けると「生活のため」、「家族のため」、「老後
のため」とか何らかの目標設定があり、その
実現にむけて「働く」ということへつながっ
て行きます。彼らも、「お金をもらって好き
なものを買う」だから「働く」というところ
へつながりますが、それはその場だけのつな
がりで将来の展望を含みません。業務でも同
じような事が言えます。わたしたちは当初、

彼らを「早く一人前にしよう」と思っていま
した。一人前というのは、私たちが１～2ヶ
月程度で100％仕事内容が把握できるなら彼
らには余裕を持って１～２年もかけたら70
％程度はできるものと期待していました。し
かし、思ったより技能修得速度が遅く技能蓄
積にも時間がかかりました。私たちが１０
％・30％・70％・・のペースで修得していく
のに対して10％・１2％・１５％・・といっ
たペースでした。
　館内を走り回る、通勤途中で小学生とトラ
ブルを起こす、「この汚れを今落とさないと
後々もっと取れにくくなるよ」と指導しても
明日になるとやらない、できない、忘れると
いう日々が続き腹立たしく思ったこともあり
ました。早くそのレベルまで引き上げようと
必死でした。しかし、これはわたしたちが私
たち自身の目の高さと物差しで彼らと接し、
無理に一人前にしようとしていたのです。彼
らは、仕事の内容を充分に理解しその先を考
え自発的に行動するということは苦手な分野
で「自立して働く」というのはきわめて難く、
時間のかかるものなのです。
　原則の見直しや真の協同労働を構築するう
えで、上記のことを対外的に掲示するのでは
なくしっかりと踏まえて、原則に内包するの
が望ましいと考えます。
　というのも、センター事業団の「清掃現場
改革の原則と基準」を見ると第２原則の中に
協同労働の意志と能力を有する組合員によっ
て清掃現場は構成される、さらに、協同労働
の意志のないものは、現場を去らなければな

新原則を地域全体を包みこむ原則に　
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らないとある。
たぶん、清掃現場の改革を断行するにあたり
こういった内容をもりこんで士気を高めよう
としたのだと考えられますが、これを決めた
経緯を考慮せず文面だけをとらえると私たち
の仲間は、労協で一緒に働くことができなく
なる感があり、ともすれば排他的な方向へす
すむのではないかと懸念されます。
「協同」は、ともに心と力をあわせ助け合っ
て仕事をし、また、「共生」は、お互いの足
りない部分を補い共に生活を営み繁栄させる
共利共生と、どちらか一方に利を生む片利共
生があるということを再認識しなければなり
ません。
　歩行困難な人が自分の足で歩けるようにな
るには、その人の意志と長期間のリハビリ、
そして、まわりの人に支えられ一歩一歩大地
を踏みしめるように、彼らもまた労協や地域
のなかでゆっくりと大地をふみしめているの
です。
　さて、昨今の社会情勢といえば終身雇用の
行き詰まり、失業率の悪化・自殺者の増大・
学校崩壊・各種犯罪の低年齢化など暗い情報
がめじろ押し、また、一国の長といえば非常
時における対応のまずさを露呈し、派閥と世
論の支持率ばかりを気にしています。このよ
うな混沌とした世の中にも、さきのＪＲ新大
久保駅の事故は、尊い命を犠牲にした大変悲
しい出来事でした。しかし、日韓の悲しい歴
史を学び、その友好を深めようと希望に満ち
て来日した韓国人青年が、人と動物を愛した
日本の写真家が、私たちの心に人が生きてい
くうえで大切なもの、忘れかけていたものを
残しました。そして、どんなに優れた外交官
よりも日韓の橋渡しになってくれたことで
しょう。
　哺乳動物は、母親の胎内である程度完成さ
れてこの世に出てきますが、人は他の哺乳動

物とは異なり生まれてすぐ立ち上がることは
できません、また、目や耳も未完成の状態でこ
の世に出てきます。したがって、子供は親や周
りの人、そして環境におおきく左右され、人道
を歩み、個人を形成して行きます。さきの２人
がどのような成育暦を歩んできたかわかりま
せんが、人への思いやりをしっかりと身につ
けてきたことは間違いないでしょう。
　今、人と地域が求めるものはお金や物で
しょうか？決してそれだけではないというこ
とを人と地域は知っています。地域の人々や
タクシー運転手の人たちがこの社会を少しで
も支えようとヘルパー講座に参加したり、ま
た、多くのひとが私たちにできることはない
か、「元気な高齢者がもっと元気に」と高齢
協運動が全国的に広がっていったりするな
ど、一昔前にあった、支えあう心・思いやり
の心、言わば人が生きていくうえで当たり前
のことを人と地域は求めているように感じま
す。そして、本来、人、誰もがもっている「豊
かな心」を労協スピリッツが引き出し、地域
全体をひとつの家、家族としてとらえ、大き
なひとつ屋根の下に障害を持った人の部屋、
高齢者の部屋・子供部屋・婦人の部屋・若者
の部屋・働く人の部屋・仕事場・などそれぞ
れが行き来でき、話し合えるような社会をめ
ざし、時には暖かく包み込み、時には自浄作
用が働き日常課題と照らし合わせられる、時
代の流れに沿った原則にしていく必要がある
と思います。
　伊丹では、全組合員350名を対象に伊丹労
協の歴史と現行原則の学習会を少人数で1年
間かけ開催しています。今回の新原則は労協
のみならず、すべての人と生物に、そしてす
べての自然を対象に見直しがすすんでいるこ
とは、大変喜ばしいことですが、今後の学習
会のことを考えると頭痛の種がひとつ増えた
と感じるこの頃です。


